
松
本
彰
著

『
記
念
碑
に
刻
ま
れ
た
ド
イ
ツ

　
一
戦
争
・
革
命
・
統
一
　
　
』

北
　
村
　
昌
　
史

　
著
者
の
松
本
彰
氏
は
、
～
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
統
一
に
は
じ
ま
り
、
「
特
殊

の
道
」
論
争
の
紹
介
、
市
民
概
念
の
再
検
討
、
音
楽
の
社
会
史
研
究
と
様
々

な
側
面
か
ら
近
現
代
に
お
け
る
「
ド
イ
ツ
」
と
は
何
か
と
い
う
課
題
に
取
り

組
み
、
そ
う
し
た
成
果
に
一
つ
の
見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
を
長
く
期
待
さ
れ

て
き
た
。
「
記
念
碑
し
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
二
百
年
の
ド
イ
ツ
史
を
通
観

し
た
本
書
は
著
者
の
長
年
の
成
果
の
、
ま
さ
に
集
大
成
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し

い
。
　
序
章
「
記
念
碑
の
歴
史
学
」
で
は
、
近
年
ま
で
関
心
が
高
く
な
か
っ
た
記

念
碑
を
除
外
し
た
歴
史
研
究
は
一
面
的
と
指
摘
し
た
う
え
、
本
書
の
ス
タ
ン

ス
が
の
べ
ら
れ
る
。
一
九
八
○
年
代
以
降
、
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
演

説
や
ノ
ラ
編
『
記
憶
の
場
晦
の
刊
行
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
学
際
的
・
国
際

的
に
「
記
憶
」
に
つ
い
て
の
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
『
記
憶
の
場
』
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
「
記
憶
」
が
「
記
録
偏
さ
れ
、
「
記
念
」
さ
れ
、
歴
史
的
過

去
が
文
化
遺
産
と
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
問
題
と
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
門
国

民
」
に
は
「
ド
イ
ツ
を
購
成
す
る
諸
国
家
の
国
民
」
、
「
ド
イ
ツ
帝
国
国
民
扁
、

そ
し
て
中
欧
・
東
欧
に
植
民
し
た
人
を
も
含
む
「
ド
イ
ツ
文
化
国
民
」
の
三

層
が
あ
る
が
、
三
回
の
統
一
（
～
八
七
一
年
、
～
九
三
八
年
、
～
九
九
一

年
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
範
囲
が
異
な
り
、
「
ド
イ
ツ
」
や
「
ド
イ
ツ
人
」
で
何

が
問
題
と
な
る
か
複
雑
と
な
る
。
ド
イ
ツ
は
首
都
の
な
い
国
で
あ
る
。
ウ

ィ
ー
ン
・
ベ
ル
リ
ン
こ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ド
レ
ス
デ
ン
が
宮
廷
政
治
と
文
化
を

継
承
す
る
代
表
的
都
市
で
あ
り
、
世
紀
転
換
期
文
化
の
舞
台
や
第
二
次
世
界

大
戦
の
傷
跡
と
悲
劇
の
記
念
碑
が
も
う
け
ら
れ
る
が
、
他
に
も
、
様
々
な
性

格
の
都
市
が
多
元
的
な
構
造
を
形
成
す
る
。
「
ド
イ
ツ
統
一
」
を
見
え
る
も

の
に
す
る
た
め
に
記
念
碑
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
「
ド
イ
ツ
扁
を
め
ぐ
っ
て

平
時
に
は
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
複
合
的
で
あ
っ
て
さ
し
つ
か
え
な

い
が
、
戦
時
に
は
「
ド
イ
ツ
は
一
つ
」
に
な
る
。
そ
の
際
、
強
力
な
国
家
の

た
め
の
誇
り
高
い
市
民
三
国
民
ロ
門
兵
士
と
し
て
の
男
偏
が
称
揚
さ
れ
、
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
は
差
別
・
抑
圧
の
対
象
と
な
る
。
本
書
で
は
三
つ
の
視
角
か
ら

記
念
碑
が
分
析
さ
れ
る
。
第
一
は
、
誰
が
何
の
た
め
作
り
、
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
た
の
か
の
政
治
的
意
味
を
問
う
、
記
念
碑
の
政
治
学
で
あ
る
。

第
二
が
、
時
代
の
美
意
識
と
の
関
わ
り
を
問
う
、
記
念
碑
の
美
学
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
三
が
記
念
碑
の
宗
教
学
で
あ
り
、
と
く
に
戦
争
記
念
碑
は
戦
死

者
や
戦
争
犠
牲
者
の
墓
と
関
係
し
て
お
り
、
近
代
国
家
も
宗
教
と
関
係
を
も

っ
た
こ
と
を
分
析
の
姐
上
に
の
せ
る
。

　
第
～
章
門
中
欧
の
二
つ
の
帝
国
－
長
い
一
九
世
紀
（
一
七
八
九
－
一
九

一
四
）
そ
の
一
」
で
は
、
こ
の
時
期
の
記
念
碑
の
問
題
を
凹
ド
イ
ツ
諸
国
家

の
国
民
」
と
「
ド
イ
ツ
帝
国
国
民
」
の
次
元
で
論
じ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド

イ
ツ
帝
国
の
首
都
ベ
ル
リ
ン
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
、
そ

し
て
バ
イ
エ
ル
ン
の
首
都
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。
ま
ず
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
と
の
戦
争
に
勝
利
し
た
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
「
諸
国
民
会
戦
」
の
勝
利

が
、
三
国
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
「
記
念
」
さ
れ
る
。
｝
八
四
八
年

革
命
、
一
八
六
〇
年
代
の
経
済
的
飛
躍
と
コ
ー
ブ
ル
ク
（
革
命
後
十
か
年
の
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評書

統
一
と
自
由
の
中
心
）
、
解
放
戦
争
五
〇
年
、
養
母
戦
争
が
記
念
さ
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国
（
一
八
六
七
年
）
と
ド
イ
ツ
帝
国

（一

ｪ
七
一
年
）
の
時
代
に
な
る
と
、
戦
争
に
よ
っ
て
成
立
し
た
国
家
を
正

当
化
し
、
そ
の
記
憶
を
伝
え
る
た
め
軍
事
史
博
物
館
が
作
ら
れ
、
他
方
一
般

兵
士
の
た
め
の
個
人
墓
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
統
一
の
た
め
の
三
つ
の

戦
争
の
勝
利
を
記
念
す
る
〈
戦
勝
柱
〉
が
ベ
ル
リ
ン
に
建
て
ら
れ
、
そ
れ
と

向
か
い
合
う
形
で
国
会
議
事
堂
と
ビ
ス
マ
ル
ク
像
が
建
て
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ

帝
国
は
正
統
性
を
「
近
代
性
」
と
「
帝
国
の
連
続
性
」
の
歴
史
に
求
め
る
が
、

実
現
し
た
門
小
ド
イ
ツ
」
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
ヴ
イ
ル

ヘ
ル
ム
一
世
像
、
さ
ら
に
は
ビ
ス
マ
ル
ク
像
が
ド
イ
ツ
各
地
に
作
ら
れ
る
。

解
放
戦
争
百
年
に
は
ド
イ
ツ
帝
国
で
は
巨
大
な
記
念
碑
が
作
ら
れ
、
ラ
イ
プ

チ
ヒ
の
戦
い
で
倒
れ
た
兵
士
の
遣
体
を
埋
葬
す
る
〈
リ
ン
デ
ン
タ
ー
ル
の
集

団
墓
〉
が
整
備
さ
れ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
で
も
〈
諸
国
民
会
戦
記
念
碑
〉
が
作
ら

れ
た
。

　
第
二
章
「
ド
イ
ツ
の
表
象
1
1
国
民
記
念
日
i
長
い
…
九
世
紀
（
一
七
八

九
－
一
九
一
四
）
そ
の
2
」
で
は
、
「
ド
イ
ツ
文
化
国
民
」
の
側
面
が
あ
っ

か
わ
れ
る
。
「
バ
イ
エ
ル
ン
国
民
扁
を
象
徴
す
る
〈
バ
イ
エ
ル
ン
国
民
博
物

館
〉
、
「
ド
イ
ツ
帝
国
国
民
」
の
博
物
館
〈
ド
イ
ツ
博
物
館
〉
、
そ
し
て
「
ド

イ
ツ
文
化
国
民
」
の
た
め
の
く
ゲ
ル
マ
ン
国
民
博
物
館
〉
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

に
お
い
て
並
立
し
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
関
係
は
複
雑
で

あ
る
。
申
断
さ
れ
て
い
た
ケ
ル
ン
の
大
聖
堂
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
建
築
を
促
進

し
た
の
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
で
あ
り
、
大
聖
堂
、
そ

し
て
そ
れ
と
並
ぶ
〈
ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
鉄
橋
〉
（
一
九
一
一
年
）
に
も

う
け
ら
れ
た
一
九
世
紀
の
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
像
と
鉄
道
が
「
プ
ロ
イ
セ
ン
主

導
の
ド
イ
ツ
統
一
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
。
忘
れ
ら
れ
て
い
た
バ
ッ
ハ
を
復

興
す
る
動
き
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
プ
ロ
イ
セ
ン
が
ド
イ
ツ
を
統
一
す
る

過
程
と
並
行
す
る
。
～
方
で
ド
イ
ツ
全
体
を
表
彰
す
る
巨
大
な
記
念
碑
が
見

晴
ら
し
の
よ
い
丘
に
建
て
ら
れ
る
。

　
第
三
章
「
第
｝
次
世
界
大
戦
と
戦
没
兵
士
の
記
念
碑
一
現
代
の
三
〇
年

戦
争
（
一
九
一
四
－
一
九
四
五
）
そ
の
一
」
で
は
、
二
〇
世
紀
前
半
に
大
戦

が
繰
り
返
さ
れ
た
背
景
を
探
る
た
め
第
　
次
世
界
大
戦
が
ど
の
よ
う
に
記

憶
・
記
念
さ
れ
た
の
か
が
探
ら
れ
る
。
第
［
次
世
界
大
戦
の
結
果
と
し
て
二

つ
の
帝
国
は
解
体
し
、
二
つ
の
共
和
国
が
成
立
す
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
は
、

「
国
民
国
家
の
時
代
」
の
頂
点
で
あ
り
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
「
無
名
兵

士
の
墓
扁
で
あ
る
。
大
戦
中
は
す
べ
て
の
墓
を
装
入
墓
と
す
る
よ
う
に
通
達

が
出
た
が
、
実
際
に
は
＝
人
の
無
名
兵
士
」
が
存
在
し
、
そ
こ
か
ら
「
記

念
碑
と
し
て
の
無
名
兵
士
の
墓
」
が
誕
生
す
る
。
戦
場
に
埋
葬
さ
れ
た
兵
士

は
、
戦
後
各
地
の
兵
士
墓
地
に
改
葬
さ
れ
る
。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン

ス
で
は
、
首
都
に
「
無
名
兵
士
の
墓
」
が
作
ら
れ
る
一
方
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
で
は
、
戦
争
開
始
と
同
時
に
「
無
名
兵
士
の
戦
争
墓
」
は
作
ら
れ

る
が
、
首
都
に
は
コ
記
念
碑
と
し
て
の
無
名
兵
士
の
墓
」
は
作
ら
れ
な
い
。

「
敗
戦
を
信
じ
よ
う
と
し
な
い
扁
が
「
戦
争
を
祝
え
な
い
」
両
国
で
は
戦
没

兵
士
の
記
念
碑
の
建
設
に
熱
中
す
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
同
様
に
、
ド
イ

ツ
・
フ
ラ
ン
ス
で
も
州
・
市
町
村
、
教
会
、
戦
友
会
が
争
っ
て
栄
誉
の
碑
を

建
て
た
。
そ
う
し
た
中
で
ベ
ル
リ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
に
あ
る
解

放
戦
争
記
念
碑
も
第
一
次
世
界
大
戦
の
兵
士
の
栄
誉
を
た
た
え
る
べ
く
改
装

さ
れ
る
。

　
第
四
章
「
ナ
チ
ズ
ム
と
ド
イ
ツ
表
現
派
　
　
現
代
の
三
〇
年
戦
争
（
一
九

一
四
－
一
九
四
五
）
そ
の
2
」
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
時
代
の
記
念
碑
が
と
り

あ
げ
ら
れ
る
。
ナ
チ
ズ
ム
と
い
え
ば
ラ
ジ
オ
や
映
画
な
ど
の
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
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イ
ア
」
に
注
目
が
い
く
が
、
ナ
チ
ズ
ム
は
記
念
碑
、
祭
典
な
ど
の
「
オ
ー
ル

ド
メ
デ
ィ
ア
」
も
発
展
さ
せ
る
。
そ
こ
で
は
「
祭
典
の
場
」
が
決
定
的
に
重

要
に
な
り
、
記
念
碑
は
「
用
い
る
」
も
の
と
な
る
。
～
般
大
衆
に
は
様
々
な

機
会
に
お
こ
な
わ
れ
る
祭
典
が
重
要
で
あ
り
、
一
九
三
九
年
に
な
る
と
ベ
ル

リ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
な
ど
と
い
っ
た
街
の
、
ナ
チ
美
学

に
基
づ
く
都
市
改
造
が
は
じ
ま
る
。
た
と
え
ば
、
〈
戦
勝
柱
〉
は
、
第
一
次

世
界
大
戦
で
は
ド
イ
ツ
は
勝
利
し
て
い
た
と
し
て
一
段
加
え
ら
れ
、
現
在
も

あ
る
く
大
き
な
星
〉
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。
一
九
三
八
年
の
ド
イ
ツ
統
一

（
目
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
）
を
き
っ
か
け
に
「
ド
イ
ツ
民
族
の
ゲ
ル
マ
ン
帝

国
扁
が
実
現
し
、
ナ
チ
は
金
ド
イ
ツ
を
要
塞
化
し
て
い
く
。
…
九
三
〇
年
代

は
芸
術
と
政
治
が
異
常
な
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
が
最
も

は
っ
き
り
表
れ
た
の
が
三
七
年
に
「
大
ド
イ
ツ
芸
術
展
」
と
争
う
形
で
開
催

さ
れ
た
「
退
廃
芸
術
展
」
「
退
廃
音
楽
展
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ヴ
ァ
イ

マ
ル
期
に
市
民
権
を
も
っ
た
象
徴
主
義
が
「
民
主
主
義
的
〕
「
ユ
ダ
ヤ
的
」

門
世
界
市
民
隅
一
で
「
退
廃
的
」
で
「
不
健
全
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
た
。
象
徴
主
義
の
芸
術
家
の
政
治
的
立
場
は
多
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

第
一
次
世
界
大
戦
に
協
力
し
た
も
の
の
幻
滅
し
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
バ
ル
ラ
ッ

ハ
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ダ
ム
ト
ー
ア
通
り
に
作
っ
た
〈
第
一
次
世
界
大
戦
戦
没

兵
士
栄
誉
の
碑
〉
と
そ
れ
に
対
す
る
対
抗
記
念
碑
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
め
ぐ

る
論
争
を
通
し
て
、
「
栄
誉
の
碑
」
か
ら
「
警
告
の
碑
」
へ
の
戦
争
を
め
ぐ

る
記
念
碑
の
転
換
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
五
章
「
三
つ
の
国
家
の
「
過
去
の
克
服
」
と
記
念
政
策
1
『
第
二
次

世
界
大
戦
と
ナ
チ
ズ
ム
国
後
（
一
九
四
五
－
一
九
九
〇
ご
で
は
、
「
第
二
次

世
界
大
戦
と
ナ
チ
ズ
ム
」
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
広
島
」
を
記
憶
・
記

録
・
記
念
す
る
の
が
人
類
の
課
題
と
な
り
、
西
ド
イ
ツ
、
東
ド
イ
ツ
、
そ
し

て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
記
念
政
策
を
明
確
に
す
る
た
め
に
記
念
碑
を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
状
況
が
の
べ
ら
れ
る
。
三
つ
の
ド
イ
ツ
国
家
は
、
「
過

去
1
ー
ナ
チ
ズ
ム
の
克
服
」
を
課
題
と
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
が
異
な
る
。

両
ド
イ
ツ
は
、
東
西
対
立
の
最
前
線
に
位
置
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
「
永
世

中
立
」
が
そ
の
立
場
と
な
る
。
ナ
チ
ズ
ム
は
西
ド
イ
ツ
で
は
「
内
在
化
」
、

東
ド
イ
ツ
で
は
「
普
遍
化
」
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
「
外
在
化
扁
さ

れ
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
記
念
碑
の
政
策
は
次
の
よ
う
に
違
っ
て
く
る
。
西

ド
イ
ツ
で
は
、
「
暴
力
支
配
の
犠
牲
者
」
に
ナ
チ
ズ
ム
の
犠
牲
者
と
共
産
主

義
者
の
犠
牲
者
が
含
ま
れ
、
強
制
収
容
所
や
抵
抗
運
動
の
記
念
碑
と
と
も
に
、

ナ
チ
ズ
ム
の
犠
牲
者
と
共
産
主
義
の
犠
牲
者
の
記
念
碑
が
も
う
け
ら
れ
た
。

八
五
年
の
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
演
説
を
き
っ
か
け
に
、
「
シ
ン
テ
ィ
と
ロ
マ
」

「
同
性
愛
者
」
「
精
神
病
患
者
」
と
い
っ
た
忘
れ
ら
れ
た
犠
牲
者
に
も
注
呂

さ
れ
る
。
東
ド
イ
ツ
で
は
、
｝
九
世
紀
に
シ
ン
ケ
ル
が
設
計
し
、
ヴ
ァ
イ
マ

ル
期
に
テ
ッ
セ
ノ
ウ
案
で
改
築
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
の
〈
新
衛
兵
所
〉
が
「
フ

ァ
シ
ズ
ム
と
軍
国
主
義
の
た
め
の
警
告
の
碑
」
と
な
っ
た
が
、
ソ
連
に
倣
っ

た
形
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
ソ
連
は
解
放
者
と
強
調
さ
れ
、
ソ
運
の
「
栄

誉
の
碑
」
が
作
ら
れ
た
。
東
独
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
は
そ
れ
ほ
ど
意
識
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
末
期
に
は
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
記
念
碑
が
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
忘
れ
ら
れ
た
犠
牲
者
の
記
念
碑
も
作
ら
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ

ア
は
、
戦
後
一
貫
し
て
自
国
を
犠
牲
者
の
立
場
に
お
い
て
い
た
が
、
合
邦
五

〇
年
の
八
八
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
が
ナ
チ
ズ
ム
の
も
と
で
起
こ
し
た
罪
の

謝
罪
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
点
を
意
識
し
た
〈
戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す

る
警
告
の
碑
〉
が
作
ら
れ
た
。
最
後
に
こ
の
三
国
以
外
の
記
念
碑
と
し
て

〈
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
湖
収
容
所
〉
に
ふ
れ
ら
れ
る
。

　
第
六
章
「
記
念
碑
論
争
一
『
一
九
九
〇
年
の
ド
イ
ツ
統
こ
後
」
は
、
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統
一
後
に
記
念
碑
が
従
来
よ
り
も
議
論
さ
れ
た
状
況
を
語
る
。
統
一
後
、

「
歴
史
家
の
沈
黙
」
が
見
ら
れ
た
が
、
旧
東
の
マ
ル
ク
ス
像
な
ど
の
撤
去
、

古
い
記
念
碑
的
建
造
物
の
修
復
、
そ
し
て
新
し
い
記
念
碑
の
建
造
が
み
ら
れ
、

歴
史
家
が
発
書
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な
る
。
〈
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
事

堂
と
な
っ
た
旧
帝
国
議
会
議
事
堂
〉
な
ど
の
「
新
し
い
ド
イ
ツ
」
を
象
徴
す

る
記
念
碑
は
国
際
的
に
議
論
と
な
り
、
ド
イ
ツ
の
顔
と
な
っ
た
ベ
ル
リ
ン
で

は
記
念
碑
と
建
造
物
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
う
し

た
記
念
碑
論
争
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
巻
き
込
み
、
社
会
史
か
ら
文
化
史
へ

と
歴
史
学
界
の
関
心
が
展
開
す
る
な
か
記
念
と
記
憶
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
門
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
や
か
つ
て
の
国
境
施
設
が

保
存
さ
れ
た
り
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
も
〈
新
衛
兵
所
〉
の
改
装
、
ユ
ダ
ヤ
博

物
館
、
そ
し
て
殺
害
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
の
記
念
碑
が

議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。
ド
イ
ツ
統
　
に
伴
い
人
々
の
歴
史
へ
の
関
心
が
高

ま
る
が
、
そ
の
過
程
で
二
つ
の
ド
イ
ツ
の
記
念
政
策
の
相
違
が
意
識
さ
れ
、

歴
史
、
記
憶
、
記
念
・
想
起
の
関
係
も
問
い
直
さ
れ
る
。
「
第
二
次
世
界
大

戦
」
と
「
ナ
チ
ズ
ム
の
犠
牲
者
」
の
関
係
も
新
た
に
問
い
直
さ
れ
、
た
と
え

ば
、
〈
新
衛
兵
所
〉
の
銘
も
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
軍
国
主
義
の
犠
牲
者
へ
」
か

ら
「
戦
争
と
暴
力
支
配
の
犠
牲
者
へ
」
と
変
え
ら
れ
、
戦
没
ド
イ
ツ
兵
士
も

「
戦
争
の
犠
牲
者
」
と
し
て
追
悼
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

記
念
政
策
も
、
ナ
チ
ズ
ム
へ
の
共
犯
関
係
を
明
白
に
語
り
な
が
ら
進
め
ら
れ
、

門
第
二
次
世
界
大
戦
の
犠
牲
考
」
と
「
ナ
チ
ズ
ム
の
犠
牲
者
」
の
関
係
が
意

識
さ
れ
る
。

　
終
章
「
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク
国
境
の
記
念
碑
」
は
、
本
論
の
内
容
を
、

ド
イ
ツ
の
北
の
国
境
を
め
ぐ
る
記
念
碑
の
検
討
か
ら
照
射
し
直
す
。
ド
イ
ツ

と
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
境
は
、
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク
戦
争
や
第
一
次
世
界
大

戦
の
結
果
移
動
す
る
。
モ
ル
ト
ケ
な
ど
三
人
の
人
物
の
経
歴
か
ら
「
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
状
況
が
語
ら
れ
る
と
と
も
に
、
国
境
の
両
側
で
展
開
し

た
記
念
碑
合
戦
と
も
い
う
べ
き
状
況
が
語
ら
れ
る
。

　
以
上
、
本
書
は
、
記
念
碑
・
記
憶
を
め
ぐ
る
内
外
の
研
究
文
献
や
そ
れ
ぞ

れ
の
記
念
碑
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
た
め
の
地
域
史
研
究
の
成
果
な
ど
を

渉
猟
し
つ
つ
、
収
録
さ
れ
て
い
る
写
真
の
多
く
が
著
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
多
く
の
記
念
碑
へ
の
実
地
調
査
を
ふ
ま
え
た
も
の
で

あ
る
。
本
書
の
意
義
を
考
え
る
場
合
、
現
地
で
の
見
聞
が
強
く
反
映
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
た
い
。
著
者
も
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
歴
史

研
究
は
図
書
館
や
文
書
館
の
中
だ
け
で
は
も
は
や
成
り
立
た
な
い
。

　
本
書
の
議
論
の
土
台
と
し
て
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
領
土
や
デ
ン

マ
ー
ク
と
の
国
境
線
を
地
図
を
使
い
な
が
ら
、
丹
念
に
説
明
し
て
い
る
点
も
、

本
書
の
有
用
性
を
高
め
て
い
る
。
た
し
か
に
、
歴
史
地
図
集
を
紐
解
け
ば
、

あ
る
国
の
国
境
の
変
遷
は
容
易
に
た
ど
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
「
ド

イ
ツ
」
と
は
何
な
の
か
と
い
う
明
確
な
問
題
意
識
に
貫
か
れ
、
　
一
人
の
研
究

者
が
一
九
世
紀
か
ら
現
在
に
至
る
国
境
の
変
遷
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
含
む
ド
イ
ツ
の
国
境
の
変
遷
と
そ
の
意
味
が
鮮
明
に
読
み

乎
に
伝
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
さ
ら
に
次
の
一
…
点
を
指
摘

し
た
い
。

　
ま
ず
、
ド
イ
ツ
「
国
民
」
を
「
ド
イ
ツ
を
構
成
す
る
諸
国
家
の
国
民
」
、

「
ド
イ
ツ
帝
国
国
民
」
、
そ
し
て
「
ド
イ
ツ
文
化
国
民
」
の
三
層
に
分
け
て

い
る
こ
と
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
「
国
民
」
に
様
々
な
次
元
の
も
の
が
あ
る
こ

と
が
、
日
本
の
ド
イ
ツ
史
講
究
で
十
分
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
だ
け
に
重

要
で
あ
る
。
と
く
に
、
門
ド
イ
ツ
を
構
成
す
る
諸
国
家
の
国
民
」
を
具
体
的

事
例
を
ふ
ま
え
て
論
じ
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
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次
に
、
本
書
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
扱
い
は

中
欧
史
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
提
起
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
、
ド
イ
ツ

と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
別
々
の
歴
史
を
辿
っ
た
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。

一
九
世
紀
の
統
｝
を
め
ぐ
る
対
立
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
「
併

合
」
、
冷
戦
下
の
東
西
ド
イ
ツ
の
対
立
と
「
永
世
中
立
国
」
オ
…
ス
ト
リ
ア

の
対
比
が
自
明
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
。
本
書
で
は
記
念
碑
政
策
を
軸
に

ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
共
通
の
土
台
の
も
と
語
ら
れ
、
も
ち
ろ
ん
そ
の

梱
違
は
意
識
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
二
つ
（
な
い
し
は
三
つ
）
の
国
家
の
枠

組
み
を
超
え
た
「
ド
イ
ツ
」
史
を
描
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
以
来
の
「
小
ド
イ
ツ
」
的
通
史
は
こ
こ
に
克
服
さ
れ
、
よ
り
包
括

的
な
ド
イ
ツ
史
の
叙
述
が
誕
生
し
た
。

　
た
だ
、
本
書
の
視
点
が
、
「
小
ド
イ
ツ
」
に
対
立
す
る
「
大
ド
イ
ツ
」
に

よ
る
も
の
、
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
こ
と
も
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
統
一
と
は
異
な
る
次
元
の
も
の
と
し
て
、
第
～
に
「
ド
イ

ツ
を
構
成
す
る
諸
国
家
の
国
民
」
が
分
析
の
前
提
と
な
り
、
第
二
に
中
欧
・

東
欧
に
お
い
て
他
の
民
族
と
混
住
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
そ
の
多
く
が

追
放
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
の
存
在
が
強
く
意
識
さ
れ
、
そ
し
て
第
三
に
ド
イ
ツ

と
そ
う
で
は
な
い
部
分
の
境
界
領
域
に
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
最
後
の
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
国
境
を
め
ぐ
る

記
念
碑
の
問
題
は
、
「
ド
イ
ツ
扁
（
そ
し
て
「
デ
ン
マ
ー
ク
漏
も
）
が
、
そ
の

当
時
の
状
況
の
も
と
「
記
憶
」
コ
記
念
」
さ
れ
て
き
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
本
書
は
、
著
者
の
長
年
の
研
鑛
を
ふ
ま
え
た
含
蓄
の
あ
る
叙
述
や
指
摘
が

随
所
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
二
点
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
第
一
に
、
二
度
の
世
界
大
戦
を
き
っ
か
け
と
す
る
記
念
碑
政
策
の
変
化
の

分
析
が
、
当
時
の
ド
イ
ツ
社
会
の
変
化
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
第
一
次
世

界
大
戦
で
は
戦
没
兵
士
を
埋
葬
す
る
の
は
基
本
的
に
個
人
墓
と
す
る
よ
う
に

通
達
が
出
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
無
名
兵
士
の
墓
が
登
場
す
る
。
こ
の
状
況
は
、

漠
然
と
し
た
兵
士
一
般
、
国
民
｝
般
か
ら
、
個
別
の
兵
士
、
個
別
の
国
民
へ

と
国
家
が
関
係
を
も
つ
対
象
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

変
化
は
、
よ
り
広
く
は
、
た
と
え
ば
国
家
が
個
々
人
の
生
活
を
保
障
す
る

「
社
会
国
家
」
の
誕
生
と
連
動
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
次
世
界
大
戦

を
境
と
し
て
、
「
栄
誉
の
碑
」
か
ら
「
警
告
の
碑
」
へ
と
記
念
碑
の
重
点
が

移
る
こ
と
は
、
「
戦
争
」
そ
の
も
の
へ
の
評
価
・
認
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
「
記
憶
」
の
問
題
は
「
忘
却
」
の
問
題
と
表
裏
一
体
で
あ
る
。

一
九
八
○
年
代
以
降
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
記
念
碑
建
築
が
様
々
試
み
ら
れ
、

ま
た
記
念
碑
を
め
ぐ
る
歴
史
研
究
が
進
ん
だ
背
景
に
は
、
ナ
チ
ズ
ム
の
過
去

を
「
忘
却
」
し
ょ
う
と
い
う
方
向
性
が
ド
イ
ツ
社
会
に
確
実
に
存
在
し
た
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
過
度
に
「
警
告
」
や
「
忘
却
」
に
偏
ら
ず
、
記
念
碑
を

め
ぐ
る
議
論
を
極
力
客
観
的
に
描
こ
う
と
す
る
本
書
は
、
そ
う
し
た
「
忘

却
」
と
「
警
告
」
の
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
の
中
で
揺
れ
動
く
記
念
碑
の
現
状
に

対
す
る
、
歴
史
家
か
ら
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
一
つ
の
回
答
と
い
え
る
。

　
以
下
、
本
書
の
問
題
点
を
三
点
指
摘
し
た
い
。

　
ま
ず
、
記
念
碑
の
多
く
が
、
国
家
や
自
治
体
が
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本

書
の
叙
述
の
中
心
も
記
念
碑
を
め
ぐ
る
政
策
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

記
念
碑
の
背
景
説
明
や
状
況
説
明
は
、
お
お
む
ね
制
作
し
た
政
権
の
政
治
的

状
況
に
終
始
し
、
本
書
全
体
が
、
旧
来
の
政
治
史
の
枠
組
み
を
大
き
く
超
え

る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
論
点
は
、
第
二
・
第
三
の
批
判
点
と
も
絡
ん
で
く

る
。
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次
に
、
多
く
の
記
念
碑
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
記
念
碑
そ
の

も
の
へ
の
分
析
は
そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
い
く
つ
か
の

記
念
碑
の
作
者
が
記
さ
れ
、
ま
た
表
現
主
義
の
影
響
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
が
、

記
念
碑
で
利
用
さ
れ
て
い
る
象
徴
的
な
表
現
や
芸
術
上
の
潮
流
、
新
し
い
創

意
工
夫
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
相
互
の
関
係
な
ど
は
十
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
結
果
、
「
記
念
碑
の
美
学
」
的
分
析
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ

う
、
当
該
記
念
碑
に
絡
む
様
々
な
ベ
ク
ト
ル
が
見
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
可
能
性
が
大
き
い
。

　
そ
れ
に
関
連
し
て
、
＝
孟
頁
の
写
真
（
皿
－
一
四
－
③
）
の
く
皇
妃
ア

ウ
グ
ス
タ
近
衛
第
四
連
隊
栄
誉
の
碑
〉
に
ふ
れ
た
い
。
横
た
わ
る
兵
士
が
、

覆
わ
れ
た
布
か
ら
握
っ
た
こ
ぶ
し
を
突
き
出
し
て
い
る
像
で
あ
る
。
著
者
は
、

「
敗
北
を
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
次
の
戦
争
に
期
待
す
る
第
一
次
世
界
大
戦
後

の
ド
イ
ツ
入
の
意
識
を
象
徴
し
て
い
る
」
と
評
価
す
る
。
評
者
は
著
者
の
調

査
に
同
行
し
て
実
際
に
見
た
時
の
印
象
か
ら
は
、
戦
争
と
い
う
愚
行
に
対
す

る
抗
議
、
な
い
し
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
悔
し
さ
を
表
明
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
「
警
告
の
碑
扁
を
見
な

れ
た
ゆ
え
に
抱
い
た
感
想
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
疑
問
を

払
拭
す
る
よ
う
な
記
念
碑
の
様
式
分
析
の
よ
う
な
も
の
が
本
書
に
も
う
少
し

組
み
込
ま
れ
て
い
た
ら
と
思
う
。

　
評
者
の
こ
の
感
想
は
、
記
念
碑
に
対
す
る
受
け
手
の
反
応
が
多
様
で
あ
り

え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
最
後
に
、
本
書
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
記
念
碑
を
作

る
側
の
意
図
や
状
況
が
語
ら
れ
、
社
会
的
な
反
応
ま
で
十
分
検
討
さ
れ
て
い

な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
様
々
な
記
念
碑
を
見
る
側
が
ど
の
よ
う
に
「
記

憶
」
「
記
念
扁
を
し
た
の
か
は
、
記
念
碑
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
お
こ
な
う

の
に
重
要
な
論
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
史
料
的
に
困
難
な
課
題
で
あ
る
こ

と
は
改
め
て
強
調
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
と
は
い
え
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
記

念
碑
論
争
の
検
討
が
「
栄
誉
の
碑
」
か
ら
「
警
告
の
碑
」
へ
の
変
化
を
見
事

に
描
き
出
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
国
境
を
め
ぐ
る
両
国
の
記
念
碑
合
戦
の
叙

述
が
、
国
境
を
め
ぐ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
複
雑
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
各
章
ご
と
に
こ
う
し
た
分
析
が
あ
れ
ば
本
書
の
奥
行
き

は
さ
ら
に
広
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
点
は
、
序
章
も
示
す
よ
う
に
、
著
者
も
認
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、

ま
た
の
機
会
に
ご
教
授
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
二

世
紀
の
「
ド
イ
ツ
」
史
を
「
記
念
碑
」
を
軸
に
し
て
見
事
に
描
き
か
っ
た
こ

と
に
本
書
の
意
義
は
あ
る
。
誤
読
や
誤
解
に
つ
い
て
は
著
者
や
読
者
の
御
海

容
を
乞
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
さ
て
、
最
後
に
二
点
ほ
ど
の
べ
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
本
書
の
読
者
の
う
ち
、
著
者
が
写
し
た
写
真
に
自
分
の
姿
を
探

し
た
か
た
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
か
な
り
の
人
数
の
日
本
人
の

姿
が
見
て
と
れ
る
。
本
書
の
記
念
碑
の
調
査
は
、
多
く
の
研
究
者
と
同
行
し
、

彼
ら
と
現
地
で
の
議
論
を
お
こ
な
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。
評
者
も
い
く
つ

か
の
記
念
碑
の
調
査
に
同
行
し
て
い
る
。
歴
史
研
究
は
収
入
の
営
み
に
陥
り

が
ち
で
あ
る
が
、
本
書
は
多
く
の
人
と
惰
報
や
議
論
を
共
有
し
な
が
ら
研
究

を
進
め
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
「
記
念
碑
」
や
「
記
憶
扁
と
い
え
ば
、
ひ
と
時
代
前
に
は
や
っ

た
テ
ー
マ
と
考
え
る
読
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
ノ
ラ
編

曲
記
憶
の
場
』
（
岩
波
書
店
）
の
翻
訳
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
二
〇
〇
二
年

か
ら
三
年
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
外
国
の
議
論
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
独

自
の
調
査
を
ふ
ま
え
た
研
究
を
お
こ
な
う
に
は
そ
れ
な
り
の
時
間
が
必
要
で

あ
る
。
本
書
に
よ
っ
て
「
記
憶
扁
の
問
題
の
可
能
性
と
限
界
を
、
具
体
的
成
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果
か
ら
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
段
階
に
、
日
本
の
西
洋
史
研
究
が
よ
う
や
く

到
達
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
本
書
評
を
終
え
た
い
。
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